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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成24年11月13日に提出いたしました第37期第１四半期（自平成24年７月１日　至平成24年９月30日）

四半期報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書

を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】

　第２　【事業の状況】

　　３　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　
（訂正前）

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題について重

要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等(会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりであります。

＜以下、省略＞　

　
（訂正後）

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題について重

要な変更はありません。

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断し

たものであります。将来に関する事項は不確実性を内包しておりますので、将来生じる実際の結果と差異

を生じる可能性があります。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等(会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりであります。

＜以下、省略＞
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